
 

 

 

 

 

2021年秋冬のトレンドメイクアップ&ヘア提案 

～ジュエリーメイク・ダスティローズメイク・華やかコンフォートメイク～ 

 

 資生堂ビューティークリエイションセンター※1 では、1987 年より、メイクやヘアの現在と未来を探る「ビューティートレンド

研究※2」を行っています。一般の方への調査※3 や、国内女性雑誌・SNS のビューティー傾向の分析、世界のコレクション

情報などを収集し、それらを総合的に分析した上で、最新のメイクやヘアのトレンドを予測しています。 

 新しい生活様式が広まって 2 年目となる 2021 年秋冬は、清潔感のある健康的なムードに加えて、混沌とした時代から

早く脱却し、前進しようとする意識の高まりがみられそうです。そこで今回は、外向きへと変化したポジティブなムードを持

つメイクアップ&ヘアを提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コレクション傾向 

 21 年秋冬コレクションの傾向で顕著だったのは、「外へ出かけたい」「楽しみたい」という気持ちの高まりを反映したドレ

スアップ志向。ステイホームや巣ごもりを前向きに受け入れていた前季と比較して、確実に意識は自分の外へ、装いを積

極的に楽しむ方向へと向かっています。さらに、不安が多く先行きの見えない時代に翻弄されるのではなく、自らの行動

で新しいフェーズへ進んでいこうという意思が託されたファッションも目を引きました。メイクでは血色感を活かした清潔感

のある、ヘルシーでナチュラルな傾向が多くみられ、ヘアは切り揃えられたブラントボブに注目です。 

 

国内女性雑誌・SNSビューティー傾向と一般の方への調査 

 世代ごとに以下の傾向が見られました。 

 

【自己肯定感を高めるポジティブなムード】 

 20～30 代を中心に国内女性雑誌では、自己肯定感を高め、自分に合った“可愛い”“きれい”を追求するポジティブなム

ードが見られました。メイクは肌なじみの良いカラーで“盛る”傾向にあり、ベージュ系カラーの進化によってベーシックカラ

ーの回帰が特徴的です。ヘアはシンプルでコンパクトに整えられたミニボブスタイルが継続して人気です。 

一般の方への調査では、新しいメイクには挑戦したいが、“派手に見えたくない”という意識を読み解くことができました。

ヘアカラーでは耳周りのみにハイライトを入れたイヤリングカラーが見られました。 

 

【トータルバランスを重視】 

 40～50 代を中心に国内女性雑誌では、日常での気分を上げる甘映えメイクや、ニュアンスベージュで仕上げたヘルシ

ーなメイクが登場。ヘア、メイク、ファッションのトータルバランスを重視する傾向が印象的です。一般の方への調査では

パールやラメ感のあるアイシャドウが人気で、上質でフェミニンな仕上がりが特徴的でした。また、自分に似合うものや心

地よいものを選ぶ傾向が見られました。ヘアは共通して、コレクションでも見られた直線的にカットされたボブスタイルに注

目です。ラフに毛先を遊ばせることで、大人の余裕を感じさせています。 
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パターン① 

【ジュエリーメイク】 

21 年秋冬コレクションで見られた、パワーを感じ

るポップなカラーで彩るアイメイクに注目。「新しい

メイクに挑戦したい」というマインドに寄り添った、

“遊び心”と“チャレンジ”を合わせたメイクアップ提

案。 

 

ポイントは、メタリックカラーのアイシャドウ。アイ

ラインに重ねるように細く描き、輝きをプラスしま

す。眉はペンシルで眉山を描いて大人っぽく洗練

された印象に仕上げます。肌は自然なツヤ感を演

出するパウダリーファンデーションを薄めに塗布。

ハイライトで繊細なツヤ感を与えて“さらツヤ肌”を

つくります。クールな印象の目もとに対し、甘めの

チークを横広にぼかして全体のバランスを調整し

ます。リップは落ち着いたカラーがアイメイクと相

性が良いです。 

【切りっぱなしくびれボブ】 

スタイリッシュなボブに柔らかさをプラスし、ほん

のり甘さを演出します。 

パターン② 

【ダスティローズメイク】 

21年秋冬コレクションや国内女性誌、SNS、一般

の方への調査でも重要視されている「血色感」に注

目し、“カラーメイク”を簡単に取り入れられるメイク

アップを提案。 

 

 肌はクッションファンデーションとリキッドコンシー

ラー、クリームタイプのチークを使い、内側から血

色感がにじみ出る“生ツヤ肌”を演出します。ボル

ドーのアイシャドウを、ブラシで目頭と目尻を囲む

ように上下にぼかすことで、主張しすぎない赤みメ

イクに仕上げます。リップは発色の良いカラーを薄

くぼかしティント風に。 

 

【ウェービーボブ】 

 ボリュームを抑えたミニマムなウェーブスタイル

で、今っぽいフェミニンな印象を与えます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターン③ 

【華やかコンフォートメイク】 

国内女性誌で見られた気分を上げるようなメ

イクや、コレクションでの華やかな傾向に注目。

一般の方への街頭調査から得た、自分に似合

うもの、心地よいものを好む傾向も踏まえて、ト

ータルバランスを意識し、色や質感にこだわっ

たメイクを提案。 

 

 肌はトーンアップ下地で、目もとや口もとのく

すみを払拭させます。レッドブラウン系のチーク

をシェーディングとして使い、外側から頬の中

央までぼかし広げることで、華やかさをプラスし

ます。目もとには透け感のあるシルバーパール

で輝きを。アイラインで目のフレームを際立てま

す。眉はダークブラウンのペンシルで立体的に

描きます。リップは唇に近い色のリップペンシ

ルで形を補正し、発色の良いリップカラーを中

央からぼかし広げて、華やかに仕上げます。 

 

【メイクとバランスをとる上質なシンプルヘア】 

 メイクに華やかな色や輝きを取り入れるとき

は、ファッションやヘアはあえてシンプルにまと

めるのがおすすめ。顔周りにおくれ毛を作ら

ず、すっきりとクリーンに整えることで表情が引

き立ちます。 



 

 

 

参考情報 

◆ヘアメイクアップアーティスト紹介 

パターン①、② 

メイクアップ担当：阿保 麻都香 Abo Madoka 

第1回WWD BEAUTY HAIR DESIGNER CONTESTでグランプリを受賞。ビューティー 

トレンド情報分析を担当し、ファッショントレンドを取り入れたヘアメイクに定評がある。 

「エテュセ」の商品開発や宣伝・PR撮影などのメイクを担当。 

https://hma.shiseido.com/jp/member/abo/ 

 

ヘア担当：藤岡 幹也 Fujioka Mikiya 

ファッション誌やブランドのルックブック、ミュージシャンのヘアメイクなど多岐にわたり 

活動。国内外で美容師や専門学生向けにセミナー活動も実施。美容業界で権威ある 

コンテストのＪＨＡ（ジャパンヘアドレッシングアワード）でも受賞しており、クリエイティブ

なデザインや、ファッショントレンドを取り入れたヘアメイクに定評がある。 

https://hma.shiseido.com/jp/member/fujioka/ 

 

パターン③ 

メイクアップ担当：西森 由貴 Nishimori Yuki 

ニューヨーク、パリ、上海、東京のコレクションなど、国内外のファッションショーのヘア 

メイクを担当する。トレンド情報分析で培った知識を、ヘアメイクに落とし込んで表現する

のが得意。ビューティートレンド研究・発信を手掛けている。 

https://hma.shiseido.com/jp/member/nishimori/ 

 

ヘア担当：谷口 丈児 Taniguchi Joji 

ビューティートレンド研究では、リーダーを務める。ファッション誌、ニューヨーク、パリ、東

京コレクションのファッションショーのヘアチーフを多数務めるなど、グローバルに 

活躍中。ナチュラルからクリエイティブなデザインまで幅広く対応する。 

「ザ・グルーミング」などの宣伝広告を担当。 

https://hma.shiseido.com/jp/member/taniguchi 

 

 

コレクション分析担当：資生堂ファッションディレクター 呉 佳子 Go Yoshiko 

 

※1 資生堂ビューティークリエイションセンター 

プロのヘアメイクアップアーティストが約40名在籍し、宣伝広告のヘアメイクアップ、メイクアップ商品のカラークリエイションをはじめ、NY、パリ、東京などで開催される

ファッションショーのバックステージで活躍し、最先端のトレンド情報をグローバルに発信している。 

資生堂ビューティークリエイションセンターWebサイト https://hma.shiseido.com/jp/ 

アーティスト公式Instagram https://www.instagram.com/shiseido_hma/ 

 

※2 資生堂のビューティートレンド研究 

資生堂は1987年に「ビューティートレンド研究」を開始。ヘアメイクアップアーティストが在籍する強みを活かして、美容・ファッションの動向を分析し、未来のビューティ

ー傾向をいち早く予測して、ヘアメイクを提案する独自の取り組み。商品開発やマーケティング、R＆D に役立てている。 

 

※3一般の方への調査 概要 

調査期間：2021年 5月, 調査対象者：20～50代女性, 調査方法：Webアンケート、オンライン調査、ヒアリング調査 
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【参考：モデル使用おすすめアイテム】 

パターン① 

肌 マキアージュ ドラマティックライティングベース 

マキアージュ コンシーラーリキッド EX 

マキアージュ ドラマティックパウダリー EX 

SHISEIDO インナーグロウチークパウダー 10 

眉 SHISEIDO ブロウインクトリオ 04 

目もと クレ・ド・ポー ボーテ オンブルクレーム ソロ 305  

SHISEIDO ポップ パウダージェル アイシャドウ 07 

SHISEIDO マイクロライナーインク 01 

マキアージュ ビューティーシルエットマスカラ BK999 

チーク マキアージュ チークカラー RD312 

口もと SHISEIDO モダンマットパウダーリップスティック 508 

 

パターン② 

肌 マキアージュ ピーチチェンジベース CC  

マキアージュ コンシーラーリキッド EX 

マキアージュ ドラマティックジェリーコンパクト  

マキアージュ ドラマティックルースパウダー  

眉 SHISEIDOブロウインクトリオ 04 

目もと クレ・ド・ポー ボーテ オンブルクレーム ソロ 302   

マジョリカ マジョルカ シャドーカスタマイズ RD303  

SHISEIDO マイクロライナーインク 02 

マキアージュ ビューティーシルエットマスカラ BK999 

チーク クレ・ド・ポー ボーテ ブラッシュクレーム 1 

口もと SHISEIDO モダンマットパウダーリップスティック 513 

 

パターン③ 

肌 エリクシール アドバンスド スキンフィニッシャー 

クレ・ド・ポー ボーテ タンフリュイドエクラ ナチュレル 

SHISEIDO シンクロスキン インビジブル シルク ルースパウダー マット 

眉 マキアージュ アイブロースタイリング３D 50 

SHISEIDO ブロウインクトリオ 04 

目もと マキアージュ ドラマティックスタイリングアイス S BE233 

SHISEIDO ポップ パウダージェル アイシャドウ 01 

クレ・ド・ポー ボーテ オンブルクルールクアドリｎ311 

SHISEIDO マイクロライナーインク 01 

マキアージュ ビューティーシルエットマスカラ BK999 

チーク クレ・ド・ポー ボーテ ブラッシュデュオプードル 105 

口もと マキアージュ スムース&ステイリップライナー N BE303 

インテグレート グレイシィ エレガンス CCルージュ RD526 

 

※お客さまからのお問い合わせは「資生堂お客さま窓口 フリーダイヤル 0120 81 4710 」でお受けしています。 


